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学位論文等題目 〈論文〉 綴織技法による台湾民話の芸術表現の可能性 
 〈作品〉 永遠（とわ）の刻 随い、佇む（The way to dwelling） 滲み、馴
染む（Color Fusion） 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 菅野 健一 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 片山 まび 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 上原 利丸 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 豊福 誠 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  








































































































    本研究を通して原住民への理解が進み、精神文化としての民話を造形という可視化により創作できた
ことは大きく評価できる。表現においても従来の数十色の色糸使いに留まらず、交織することで複雑な
色相をつくりあげることができた。多岐にわたる論考を進めながら、提出作品では綴織という絵画的情
景表現にこだわったことにより、民話に潜む年月や意味合いの現出ができた。よって審査員で博士学位
に適っていると判断した。 
 
